













 この報告書は大阪大学歴史教育研究会の活動報告書の第 9 冊で、同時に現在展開中の科
学研究費プロジェクト「最新の研究成果にもとづく大学教養課程用世界史教科書の作成」

















研究分担者：秋田 茂（大阪大学文学研究科教授） グローバルヒストリー、教科書編集 
荒川 正晴（大阪大学文学研究科教授） アジア史の位置づけ、教科書編集 
飯島 渉（青山学院大学文学部教授） 環境の世界史 
飯塚 一幸（大阪大学文学研究科教授） 日本史の位置づけ 
伊川 健二（大阪大学文学研究科招聘教員） 世界史と日本史の接続 
市 大樹（大阪大学文学研究科准教授） 日本史の位置づけ 
内野 花（大阪大学コミュニケーションデザイン・センター特任講師） 
    文化の世界史 
栗原 麻子（大阪大学文学研究科准教授） ヨーロッパ史の位置づけ、 
教科書編集 
堤 一昭 （大阪大学文学研究科教授） アジア史の位置づけ 
中村 薫 （大阪大学文学研究科招聘教員） 高大連携と歴史教育 




連携研究者：杉本 淑彦（京都大学文学研究科教授） 文化とメディアの世界史 
三成 美保（奈良女子大学生活環境学部教授） ジェンダーの世界史 
主要研究協力者：小林 克則（NPO 法人神奈川歴史教育研究会副理事長） 
        大西 信行（中央大学杉並高等学校教諭） 
        笹川 裕史（大阪教育大学附属天王寺中学校・高等学校天王寺校舎教諭） 

















2013 年 7 月 桃木至朗 
